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山江村議会だより

桐木  海史郎くん 令和３年7月3日生
きりき かいしろう

1 月から保育園に入園しました。兄に
も負けずいつもニコニコな、かいちゃ
ん。これからも兄弟仲良く、すくすく
育ってね。（１０区）
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依存財源
村債
４％

県支出金
５％

国庫支出金
42％

地方交付税
32％

繰入金
５％

村税
４％

歳 入

その他
依存財源
３％

その他
自主財源
５％

自主財源
自主財源

村で集めるお金
7億 5,900 万円
（15％）

依存財源
国や県、借入金に
頼るお金

43億 1,300 万円
（85％）

令和４年度一般会計予算

50億7,200万円
【特集】【特集】

自主財源

名 称
村 税 ２億１,７５６万２千円 村民税や固定資産税など村民の皆様が

納める税金
基金（村の貯金）を取崩して事業に充
てるお金

使用料や手数料など

全国的に一定水準の行政サービスを保
つため国から交付されるお金

国からの補助金など

県からの補助金など

大きな事業を実施するために国などか
ら借りるお金

地方消費税交付金や地方譲与税など

２億６,８７１万４千円

２億７,２５９万７千円

１６億１,０００万円

２１億９０万３千円

２億６,３４５万１千円

２億４４０万円

１億３,４３７万３千円

繰 入 金

その他自主財源

地方交付税

国庫支出金

県 支 出 金

村 債

その他依存財源

内 容予 算 額

依存財源
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歳 出

その他
８千６百万円（２％）

商工費
８千３百万円（２％）

消防費
１億４千万円（３％）
土木費

１億８千８百万円
（４％）
教育費

２億２千６百万円
（５％）

公債費
３億３千２百万円
（７％）

衛生費
３億６千８百万円
（７％）

農林水産業費
５億４千９百万円
（11％）

総務費
６億２千１百万円
（12％）

民生費
６億７千６百万円
（13％）

災害復旧費
17億６千３百万円

（35％）

４年度の一般会計予算は、歳入歳出の総額がそれぞれ50億7,200万円で前年度と比較し
て２億200万円、３.８％の減です。新型コロナウイルス感染症対策や令和２年７月豪雨
災害の復旧への早期な対応が求められる中、村民の皆様の生活を守るための各種予算
が編成されています。

災 害 復 旧 費
民 生 費
総 務 費
農林水産業費
衛 生 費
公 債 費
教 育 費
土 木 費
消 防 費
商 工 費
そ の 他

項 目 内 容
災害箇所の復旧などにかかるお金
高齢者や障がい者、子どもの福祉対策などにかかるお金
庁舎や職員給与、ふるさと応援寄付金謝礼などにかかるお金
農業や林業、畜産業などの振興にかかるお金
検診や予防接種、ごみ処理などにかかるお金
村債で借りたお金の返済など
学校教育や生涯学習、スポーツ振興などにかかるお金
道路や河川の維持、整備などにかかるお金
消防団や広域消防、災害対策などにかかるお金
商工業や観光業などの振興にかかるお金
議会にかかるお金や予備費
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■ ３月議会定例会 ■ 
　令和４年３月議会定例会が、３月１０日から１７日までの８日間の会期で開催した。
　村執行部より提案された議案は、令和３年度一般会計補正予算など２５議案、議会報告１件が
提案された。１日目に令和３年度各会計補正予算６件が可決され、２日目には村内の現地調査を
行った。また、７日目には一般質問で６名の議員より通告があり村執行部へ一般質問を行った。
（内容は後述）
　最終日に採決となったが、令和４年度一般会計予算への修正動議が発議され、賛成多数で可
決、その他の議案についてはすべて可決となり、閉会した。

　令和４年度一般会計当初予算において、５名の発議者により修正議案が提出さ
れた。主な内容は、親水公園整備構想委託料300万円と、やまえ温泉檜風呂改修
工事1,550万円を削減するもの。それに対する質疑、討論がなされ、賛成多数で
可決した。

赤 坂

西

本 田

西
久保山

西

秋 丸

西

議員

議員

議員

議員
議員

議員

議員

議員

檜風呂改修工事削減について、影響をどのように分析しているか。財源
も過疎債活用で、何が問題なのか。代替案を出すべきでは。
当センターの監査をしているが、経営状態も厳しく、浴室以外にも今回
空調等の改修もはいっている。経営改善計画が必要。
議会も認めた復興計画の一つとして親水公園計画があるわけだがなぜ委
託料削減か。
浚渫・護岸・道路の復旧工事がまだ半ばである。もう少し落ち着いてから。
親水公園整備構想委託料について、復旧も含め全体的な構想を進めてい
くことだと思うが。
公園はレクレーション的であり、必要とは思うがまずは復旧工事を急ぐ
べき。
檜風呂は全体的にシロアリ等による腐食があり、早急に改修が必要。親
水公園は工事等と同時に進めるべきでは。
代替案として計画的な改善計画が必要。親水公園については、今は主力
が河川・道路工事、こちらに集中すべき。

：

：

：

：
：

：

：

：

　質疑の後、討論となり、親水公園については「近隣町村においても復旧と復興
はセットで進めている。」「復興計画にも掲載されている。」檜風呂改修につい
ては「非常に人気がある。」等の反対討論があったが、「親水公園構想より復旧
が最優先である。」「檜風呂は管理が難しい。」などの賛成討論の末、下記採決
となった。

賛成：○、反対：×、採決に加わらない：ー

採 決（起立採決）

議員名

賛 否

本
田　

り
か

久
保
山　

直
巳

中
村　

龍
喜

赤
坂　
　

修

森
田　

俊
介

横
谷　
　

巡

立
道　
　

徹

西　
　

孝
恒

中
竹　

耕
一
郎

秋
丸　

安
弘

× × ○ × ○ ○ ○ ○ ー ×

令和４年度一般会計当初予算修正動議における
質 疑 討 論

質

質

質

答

答

答

答

質
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予算以外の議案　※主なものを抜粋

山江村固定資産評価審査委員会委員の選
任に関する同意を求めることについて

山江村議会議員及び山江村長の選挙にお
ける選挙運動の公費負担に関する条例の
制定について

山江村まち・ひと・しごと創生推進基金
条例の制定について

山江村消防団の定員、任免、給与、服務
等に関する条例の一部を改正する条例の
制定について

山江村税条例の一部を改正する条例の制
定について

山江村国民健康保険税条例の一部を改正
する条例の制定について

山江村体育館の設置及び管理に関する条
例の一部を改正する条例の制定について

山江村固定資産評価審査委員に内田誠治
氏の選任を同意した。

議員及び村長選挙における自動車、ビラ
及びポスター作成の公費負担に関する条
例を制定

法人からの寄付金（企業版ふるさと納税）
を基金として積立する条例

消防団の年報酬や出動報酬の改定を行う
条例

空き家を活用し自主避難場所とした場合
の固定資産税減免

限度額の改定と保険税率の改正

山江村体育館の使用料で冷暖房の項目が
追加

令和４年３月議会臨時会が、３月３０日の１日間の会期で
開催し、全６議案可決した。

➡

➡

➡

➡

➡

➡

➡

3月11日議員による現地調査を実施した。

3月議会臨時会

村道県道柚木川内線（柚木川内橋）橋梁
災害復旧工事（下部工）

公営住宅災害復旧事業（建設予定地）

山江村一般職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条例の制定について
令和３年度山江村一般会計補正予算（第11号）
令和３年度山江村特別会計簡易水道事業補正予算（第５号）
令和３年度山江村特別会計農業集落排水事業補正予算（第４号）
令和３年度山江村特別会計後期高齢者医療事業補正予算（第３号）
令和３年度山江村特別会計ケーブルテレビ事業補正予算（第３号）

村政を問う！　一般質問
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村政を問う！　一般質問
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村政を問う！　一般質問
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山
田
川
・
万
江
川
は
、
令
和

２
、
３
年
度
に
お
い
て
ほ
と
ん

ど
撤
去
完
了
。
宇
那
川
の
土
砂

撤
去
は
、４
月
に
は
撤
去
予
定
。

立道　徹 議員
　

森
林
荒
廃
に
よ
る
土
砂
流
出

の
恐
れ
の
あ
る
個
所
の
調
査
と

点
検
と
対
策
は
。

　

令
和
２
年
７
月
豪
雨
後
、
復

旧
箇
所
・
復
旧
予
定
箇
所
の
点

検
を
兼
ね
て
定
期
的
に
巡
回
し

て
い
る
。
県
と
の
合
同
で
治
山

パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
、
危
険

個
所
に
つ
い
て
は
、
治
山
要
望

等
を
行
っ
て
い
る
。
林
道
、
作

業
道
の
復
旧
工
事
を
進
め
、
林

業
施
設
、
有
害
鳥
獣
駆
除
活
動

が
で
き
る
環
境
整
備
を
進
め
る

こ
と
が
、
森
林
荒
廃
、
土
砂
流

出
を
防
ぐ
重
要
な
解
決
策
で
あ

る
の
で
今
後
も
進
め
て
い
く
。

　

山
林
伐
採
の
伴
う
搬
出
作
業

道
の
整
地
と
排
水
対
策
や
木
材

の
切
れ
端
の
後
始
末
等
の
徹
底

指
導
等
に
つ
い
て
。

　

熊
本
県
・
市
町
村
で
策
定
し

て
い
る
ル
ー
ル
ブ
ッ
ク
に
基
づ

き
、
施
業
し
て
お
り
、
林
業
従

事
者
、
県
・
山
江
村
と
合
同
で

施
業
箇
所
の
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実

施
し
、
課
で
も
独
自
に
パ
ト

ロ
ー
ル
を
実
施
し
て
い
る
。
今

後
も
巡
回
を
重
ね
、
伐
採
届
の

提
出
が
あ
っ
た
場
合
に
は
指
導

を
徹
底
し
て
い
く
。

　

伐
採
に
伴
う
搬
出
作
業
道
を

元
に
戻
す
よ
う
な
指
導
は
。

　

現
時
点
で
は
、
元
に
戻
す
よ

う
な
指
導
は
行
っ
て
い
な
い
。

今
後
は
、
ル
ー
ル
ブ
ッ
ク
に
基

づ
き
、
指
導
を
行
う
。

　

村
内
河
川
堆
積
土
砂
撤
去
の

進
捗
状
況
は
。

　

今
後
、
河
川
堆
積
土
砂
の
定

期
的
撤
去
が
災
害
を
未
然
に
防

ぐ
必
要
条
件
で
重
要
で
あ
り
、

必
要
で
あ
る
と
思
う
が
。

　

県
は
、
出
水
期
後
の
堆
積
状

況
や
市
町
村
か
ら
の
要
望
を
踏

ま
え
行
う
。
村
も
引
き
続
き
、

取
り
組
む
。

問問

問問

答
産
業
振
興
課
長

答
産
業
振
興
課
長

答
産
業
振
興
課
長

答
建
設
課
長

答
建
設
課
長

※

他
に
令
和
４
年
度
予
算
編
成

方
針
に
つ
い
て
質
し
た
。

今
後
の
災
害
対
策
は

異常気象に伴う災害対策について

問

宇那川堆積土砂状況

伐採後の搬出作業道後

村政を問う！　一般質問
※一般質問の内容は質問した議員の責任により議員の原稿のまま掲載しています。
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村政を問う！　一般質問
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設
立
し
て
20
万
か
ら
４
年
間
で

30
万
を
目
指
す
、
村
民
の
自
主

活
動
の
支
援
と
財
政
支
援
を
充

実
さ
せ
た
い
と
あ
っ
た
が
？

　

観
光
産
業
が
衰
退
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
交
通
関
連
の
産
業
が

停
滞
し
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
影
響
で
動
け
ず
、災
害
、

コ
ロ
ナ
で
大
打
撃
を
受
け
た
。

　

移
住
者
場
の
山
林
で
、
雑
枝

が
大
き
く
な
り
台
風
や
豪
雨
の

時
大
変
危
険
場
所
の
一
斉
調
査

を
し
た
ら
？

　

委
託
業
者
に
よ
る
道
路
パ
ト

ロ
ー
ル
、
危
険
な
案
件
が
あ
れ

ば
建
設
課
ま
で
、
情
報
化
推
進

委
員
と
連
携
し
て
い
く
。

　

高
齢
者
等
の
移
住
に
て
、
雑

枝
、
庭
木
の
剪
定
が
困
難
な
方
の

作
業
補
助
金
等
は
な
い
も
の
か
？

　

人
口
減
少
社
会
で
あ
る
、
高

齢
者
人
口
の
増
加
や
後
継
者
不

足
が
、
高
校
卒
業
、
大
学
、
専

門
学
校
に
進
学
さ
れ
た
方
々
に
山

江
に
戻
っ
て
い
た
だ
く
対
策
は
？

　

山
江
村
が
ど
う
い
う
動
き
を

す
れ
ば
い
い
の
か
、
私
も
読
み

直
し
て
い
る
。
災
害
も
受
け
て

人
口
減
少
が
進
ん
で
き
た
、
農

林
業
、
商
工
業
関
連
の
誘
致
企

業
を
図
る
。
産
業
を
し
っ
か
り

考
え
働
く
場
を
作
っ
て
今
後
考

え
て
い
き
た
い
。

　

多
発
す
る
大
型
災
害
へ
の
対

応
と
、
豪
雨
水
害
災
害
か
ら
、

防
災
減
災
生
活
関
連
公
共
事
業

の
計
画
の
充
実
、
万
江
地
区
の

管
理
セ
ン
タ
ー
の
整
備
は
？

　

国
土
強
靭
化
予
算
も
活
用
、

公
共
工
事
、
防
災
、
減
災
の
工

事
を
進
め
て
い
き
た
い
。

　

第
４
次
産
業
革
命
に
飲
み
込

ま
れ
る
。地
域
づ
く
り
研
究
所
、

I
C
T
研
究
体
制
、
農
産
物
の

ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
、
物
産
館

ペ
ー
ス
ト
工
場
新
設
、
学
校
給

食
地
産
地
消
、
ニ
オ
イ
ヒ
バ
の

商
品
化
、
炊
き
込
み
ご
飯
の
素

の
生
産
加
工
販
売
の
流
通
の
現

状
の
拡
散
し
て
い
く
の
か
？
温

泉
セ
ン
タ
ー
に
も
な
い
し
、
ど

こ
に
売
っ
て
あ
る
の
か
？

　

山
江
振
興
活
性
化
交
付
金
を

活
用
し
て
開
発
、
村
内
の
業
者

が
製
造
、
販
売
さ
れ
て
い
る
。

販
売
ル
ー
ト
を
拡
大
し
て
図
っ

て
い
き
た
い
。

　

観
光
交
流
人
口
の
増
加
を
図

る
。
観
光
交
流
促
進
協
議
会
を

　

必
要
性
が
あ
る
検
討
あ
る

が
、現
在
で
は
考
え
て
い
な
い
。

　

猫
、
犬
の
糞
が
道
路
脇
に
見

ら
れ
、苦
情
や
相
談
事
が
あ
る
。

特
に
猫
の
野
放
し
が
多
く
見
ら

れ
る
。
ど
の
よ
う
な
対
策
さ
れ

た
か
？

　

広
報
誌
、
チ
ラ
シ
の
回
覧
、

看
板
設
置
な
ど
村
民
の
皆
様
に

注
意
喚
起
を
行
っ
て
い
る
。

　

猫
の
放
置
な
ん
か
は
、
隣
な

ど
苦
情
も
言
え
な
い
。
動
物
愛

護
法
が
６
月
に
施
行
さ
れ
る
。

犬
や
猫
の
捨
て
を
減
ら
す
こ
と

山
江
村
の
考
え
は
？

　

マ
イ
ク
ロ
チ
ッ
プ
の
設
置
の

義
務
化
に
関
す
る
、
令
和
４
年

度
以
降
に
役
場
担
当
者
へ
の
説

明
会
が
あ
る
。

問問

問 問

問 問

問 問

答
　
村
　
長

答
　
村
　
長

答
　
村
　
長

答
総
務
課
長

答
建
設
課
長

答
産
業
振
興
課
長

答
健
康
福
祉
課
長

答
健
康
福
祉
課
長

森田　俊介 議員

平成30年所信表明　
　　　　村の４つの検証について

環境と福祉行政について

平
成
30
年
所
信
表
明
の　

４
つ
の
公
約
、

　
　
　
　

検
証
に
つ
い
て

環
境
と

　
　

福
祉
行
政
に
つ
い
て

炊き込みご飯の素と
ニオイヒバ除菌剤

村政を問う！　一般質問村政を問う！　一般質問 QRコードで各議員の一般質問の動画がご覧になれます。
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仮
設
住
宅
入
居
期
限
の
原
則

２
年
間
も
近
く
な
り
、
今
後
に

つ
い
て
の
意
向
確
認
状
況
は
！

　

生
活
再
建
に
関
わ
る
ア
ン

ケ
ー
ト
を
実
施
し
、
そ
の
内
容

に
沿
っ
た
世
帯
ご
と
の
個
別
面

談
を
行
い
各
課
の
協
力
を
得
な

が
ら
個
別
支
援
計
画
を
策
定
し

た
。
入
居
期
限
延
長
も
あ
る
が

国
が
認
め
る
理
由
に
該
当
し
な

い
と
延
長
出
来
な
い
こ
と
も
あ

り
、
入
居
者
へ
延
長
可
と
な
る

た
め
の
説
明
等
再
度
の
個
別
面

談
を
行
い
、
各
戸
の
今
後
に
つ

い
て
意
向
確
認
し
た
。
入
居
者

の
方
が
安
心
し
て
再
建
出
来
る

よ
う
支
援
し
て
行
き
た
い
。

　

空
き
家
バ
ン
ク
の
登
録
状
況

等
に
つ
い
て
。

　

空
き
家
バ
ン
ク
制
度
は
村
内

の
定
住
を
目
的
と
し
て
物
件
の

利
用
を
希
望
す
る
者
に
対
し
、

紹
介
し
て
い
く
も
の
で
あ
る
が

こ
の
制
度
に
登
録
の
物
件
が
対

象
に
な
っ
て
い
る
。
現
在
村
で

は
一
件
の
登
録
で
あ
る
。

　

仮
設
住
宅
の
入
居
者
聞
き
取

り
調
査
に
よ
り
、
住
ま
い
の
再

建
を
さ
れ
た
い
希
望
の
場
合
の

支
援
に
つ
い
て
。

　

そ
の
支
援
策
で
あ
る
が
、
一

つ
は
福
祉
の
生
活
再
建
の
支
援

金
が
あ
る
。
そ
れ
に
加
え
住
ま

い
の
安
全
確
保
支
援
事
業
が
県

議
会
に
提
案
さ
れ
て
い
て
通
る

と
そ
の
金
額
の
2/3
は
県
か
ら
1/3

は
村
か
ら
の
支
援
が
出
来
る
よ

う
に
な
る
の
で
支
援
金
は
そ
の

合
計
に
な
る
。
出
来
る
だ
け
寄

り
添
い
な
が
ら
相
談
に
乗
っ
て

行
き
た
い
。

　

変
更
点
は
親
の
同
意
な
く
携

帯
電
話
、
ロ
ー
ン
、
ク
レ
ジ
ッ

ト
等
自
分
の
意
志
で
で
き
る
。

ま
た
親
権
に
服
さ
な
く
な
る
こ

と
な
ど
。
少
年
法
も
18
歳
19
歳

は
特
定
少
年
と
し
て
厳
罰
化
さ

れ
る
、
安
易
な
契
約
で
ト
ラ
ブ

ル
に
巻
き
込
ま
れ
る
可
能
性
も

あ
る
。
中
学
校
で
は
３
年
生
で

公
民
の
中
で
学
習
も
あ
る
か
と

思
う
。

　

山
江
村
の
成
人
式
に
つ
い
て

は
、
そ
の
対
象
と
な
る
生
徒
の

保
護
者
へ
ア
ン
ケ
ー
ト
実
施
の

結
果
91.

５
％
が
20
歳
で
の
実

施
を
希
望
さ
れ
て
い
る
。
ま
た

時
期
に
つ
い
て
は
１
月
が
良
い

と
回
答
さ
れ
た
方
が
88.

１
％

で
あ
っ
た
。
協
議
の
結
果
従
来

ど
お
り
20
歳
を
対
象
と
し
名
称

を
変
更
し
て
開
催
し
た
い
。

問問 答
健
康
福
祉
課
長

答
企
画
調
整
課
長

答
　
村
　
長

　

応
急
仮
設
住
宅
と
し
て
の
役

割
期
限
後
は
県
か
ら
無
償
譲
渡

を
受
け
、
村
所
有
の
住
宅
等
再

利
用
の
考
え
に
つ
い
て
。

　

先
ず
は
仮
設
住
宅
入
居
の
方

を
し
っ
か
り
見
守
り
た
い
。
そ

の
後
に
つ
い
て
は
諸
々
考
え
ら

れ
る
が
、
老
朽
化
し
た
村
営
住

宅
か
ら
の
一
時
的
な
活
用
等
や
、

ま
た
そ
の
土
地
は
中
央
グ
ラ
ウ

ン
ド
で
あ
り
山
江
中
の
グ
ラ
ウ

ン
ド
と
し
て
返
す
こ
と
も
考
え

ら
れ
る
。
ど
う
い
う
活
用
が
良

い
の
か
考
え
で
行
き
た
い
。

　

本
年
４
月
か
ら
成
人
年
齢
が

18
歳
に
引
き
下
げ
ら
れ
る
こ
と

で
変
わ
る
事
や
注
意
点
、
中
学

校
で
の
指
導
教
育
ま
た
成
人
式

に
つ
い
て
。

問 問答
　
村
　
長

答
教
育
課
長

「R2年 7月豪雨」による仮設団地
入居の方への住宅支援状況は！

成人年齢 18歳へ
　　引き下げについて

西　孝恒 議員

仮
設
団
地
入
居
の
方
へ
の

住
宅
支
援
状
況

成
人
年
齢
18
歳
へ
の

　
　
　
　
　
　
　

影
響
は

問

村政を問う！　一般質問
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赤坂　修 議員
　

７
月
に
実
施
さ
れ
ま
す
村
長

選
挙
出
馬
の
意
向
に
つ
い
て
、

内
山
村
長
の
率
直
な
お
考
え
を

お
伺
い
す
る
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
対
策
は
基
よ

り
、
７
月
豪
雨
か
ら
の
復
旧
復

興
は
始
ま
っ
た
ば
か
り
で
あ

る
。
特
に
仮
設
住
宅
に
て
生
活

さ
れ
て
い
る
世
帯
の
希
望
に

添
っ
た
生
活
の
再
建
が
急
務
で

あ
り
、
万
江
川
に
砂
防
ダ
ム
建

設
の
要
望
も
あ
っ
て
い
る
。
住

ま
い
の
再
興
、生
活
イ
ン
フ
ラ
、

砂
防
ダ
ム
を
含
め
た
河
川
な
ど

の
強
靱
化
の
早
期
実
現
に
は
、

補
助
金
の
確
保
、
規
制
緩
和
な

ど
国
県
を
動
か
す
力
が
必
要
で

あ
り
、
そ
の
よ
う
な
状
況
の
中

で
、
内
山
村
長
の
行
動
力
と
今

ま
で
築
か
れ
て
き
た
国
県
と
の

パ
イ
プ
が
必
要
で
あ
り
、
次
期

村
長
選
挙
に
出
馬
し
て
い
た
だ

く
こ
と
を
強
く
要
請
す
る
。
ど

の
よ
う
に
お
考
え
か
。

　　

で
き
れ
ば
、
若
い
方
で
新
し

い
発
想
に
よ
り
こ
の
山
江
村
の

経
営
、
振
興
・
発
展
の
た
め
に

頑
張
っ
て
く
れ
る
人
は
い
な
い

か
と
打
診
し
て
ま
い
っ
た
が
、

大
変
厳
し
い
時
代
だ
と
い
う
こ

と
も
あ
り
、
う
ま
く
い
か
な
か
っ

な
が
ら
、
一
日
も
早
く
元
の
暮

ら
し
が
で
き
る
よ
う
、
し
っ
か

り
見
届
け
る
と
い
う
こ
と
が
何

に
も
増
し
て
重
要
だ
ろ
う
と
い

う
ふ
う
に
考
え
る
に
至
っ
た
。

被
災
者
の
方
の
再
建
を
急
ぐ
、

復
旧
工
事
の
早
期
完
了
、
復
興

村
づ
く
り
に
村
民
の
方
々
の
意

見
を
し
っ
か
り
と
聞
き
な
が

ら
、そ
の
課
題
に
対
し
て
、し
っ

か
り
対
策
を
打
つ
。
そ
の
こ
と

に
よ
り
、
村
民
の
方
々
、
そ
し

て
若
者
が
、
な
ん
と
言
っ
て
も

山
江
村
に
愛
着
と
誇
り
を
持
ち

再
び
故
郷
に
戻
っ
て
く
る
。
小

さ
な
村
で
あ
る
が
、
小
さ
な
農

山
村
だ
か
ら
こ
そ
、
幸
せ
に
暮

ら
せ
る
村
を
目
指
し
、
次
期
村

長
選
挙
に
挑
戦
し
た
い
と
考
え

て
い
る
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

た
い
。

問

答
　
村
　
長

た
。
そ
し
て
、
何
と
言
っ
て
も
、

現
在
、
復
旧
・
復
興
の
真
っ
最

中
で
あ
る
。
い
わ
ゆ
る
、
目
の

前
に
課
題
が
山
積
を
し
て
い
る

そ
う
い
う
責
任
上
か
ら
も
そ
の

課
題
か
ら
目
を
そ
ら
す
わ
け
に

は
い
か
な
い
と
考
え
て
い
る
。

仮
設
住
宅
に
お
住
ま
い
の
方
、

こ
の
方
々
に
し
っ
か
り
寄
り
添
い

次
期
村
長
選
挙
の
出
馬
は

内山村長、出馬表明‼

山江村役場

仮設住宅

村政を問う！　一般質問 QRコードで各議員の一般質問の動画がご覧になれます。
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い
う
事
で
予
算
に
も
計
上
さ
れ

て
い
る
。
定
住
に
つ
い
て
は
、

本
城
の
森
と
か
、
堂
園
分
譲
地

の
よ
う
に
、
自
分
で
土
地
を
求

め
、
住
宅
を
建
設
し
て
住
ま
わ

れ
る
方
が
、
子
々
孫
々
ま
で
住

ま
わ
れ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
れ

ば
、
本
当
に
強
い
定
住
に
な
る

と
思
う
。
山
江
村
に
住
み
た
い

中村　龍喜 議員
　

村
営
住
宅
は
一
昨
年
の
水
害

で
、万
江
城
内
団
地
も
被
災
し
、

住
宅
に
入
居
さ
れ
て
い
た
人
達

も
現
在
仮
設
団
地
で
生
活
さ
れ

て
い
る
。
新
た
に
温
泉
セ
ン

タ
ー
の
前
に
用
地
を
確
保
さ

れ
、
住
宅
が
建
設
さ
れ
る
が
、

現
在
の
住
宅
の
利
用
状
況
に
つ

い
て
伺
う
。

　

山
江
村
で
は
、
令
和
３
年
３

月
31
日
現
在
で
、
令
和
２
年
７

月
豪
雨
で
被
災
し
た
城
内
団
地

を
含
め
、
10
団
地
171
戸
の
公
営

住
宅
、
並
び
に
特
定
公
営
賃
貸

住
宅
を
管
理
し
て
お
り
、
令
和

４
年
３
月
１
日
現
在
、
被
災
し

た
城
内
団
地
を
除
く
10
団
地
161

戸
に
対
し
、
157
戸
の
入
居
で
利

用
率
97.5
％
と
な
っ
て
い
る
。
な

お
残
り
４
戸
に
つ
い
て
も
修
繕

や
入
居
に
向
け
て
の
調
整
を

行
っ
て
い
る
。

　

分
譲
住
宅
地
の
建
設
計
画
に

つ
い
て
お
尋
ね
す
る
。
現
在
移

住
、
定
住
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
は
、
移
住
、
定
住
推
進
費
と

と
い
う
方
は
た
く
さ
ん
お
ら
れ

る
と
思
う
。
個
人
で
用
地
を
求

め
て
住
宅
を
作
る
に
は
、
農
振

地
の
場
合
は
農
振
地
除
外
と
か

色
々
な
負
担
が
あ
る
。
山
江
村

で
分
譲
住
宅
地
の
設
計
、
計
画

は
あ
る
の
か
。

　

山
江
村
は
、
人
吉
市
や
、
高

速
道
路
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
が

近
い
と
い
う
こ
と
で
、
ま
た
子

育
て
環
境
、
学
校
給
食
の
無
償

化
と
い
う
よ
う
な
こ
と
か
ら
、

移
住
、
定
住
と
い
う
よ
う
な
希

望
者
も
少
な
く
な
い
。
分
譲
住

宅
地
に
つ
い
て
は
、
平
成
14
年

度
に
合
戦
の
峯
地
区
本
城
に
、

28
区
画
、
平
成
29
年
度
堂
園
に

３
区
画
を
整
備
し
、
分
譲
し
た

経
緯
が
あ
る
。
こ
れ
ま
で
に
も

い
ろ
い
ろ
候
補
地
等
の
検
討
を

さ
れ
た
が
、
道
路
、
上
下
水
道
、

電
気
な
ど
の
諸
問
題
で
、
な
か

な
か
計
画
は
進
ん
で
お
ら
ず
、

現
時
点
で
は
計
画
は
な
い
。
今

後
は
村
も
検
討
し
て
い
く
必
要

が
あ
ろ
う
と
い
う
事
は
認
識
し

て
い
る
。

答
建
設
課
長

答
企
画
調
整
課
長

移住定住の取り組みについて

村
営
住
宅
の

　
　

利
用
状
況
に
つ
い
て

分
譲
住
宅
地
の

　
　

建
設
計
画
に
つ
い
て

問

問

住宅予定地の田んぼ（温泉センター向かい）

村政を問う！　一般質問

④山江村議会だより令和４年４月３０日発行

村政を問う！　一般質問



① 山江村議会だより 令和４年４月３０日発行⑪ 山江村議会だより 令和４年４月３０日発行

度
の
予
防
喚
起
が
必
要
と
考
え

る
が
ど
う
か
。

　

今
後
も
コ
ロ
ナ
感
染
症
拡
大

の
予
防
意
識
の
向
上
を
図
る
た

め
、防
災
無
線
、広
報
及
び
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ

等
を
活
用
し
な
が
ら
周
知
を

行
っ
て
い
き
た
い
。

　

児
童
生
徒
数
の
減
少
に
伴
う

学
校
再
編
や
特
に
小
中
一
貫
教

育
な
ど
、
今
後
の
学
校
教
育
の

あ
り
方
に
つ
い
て
の
展
望
は
。

　

村
内
各
学
校
と
も
、
学
力
調

査
で
は
県
内
上
位
、
文
化
、
ス

ポ
ー
ツ
面
で
も
上
位
の
成
績
を

示
し
て
お
り
、
現
時
点
で
は
、

地
域
の
良
さ
、
各
学
校
の
独
自

性
の
あ
る
教
育
を
模
索
し
な
が

ら
、
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
、

一
番
良
い
教
育
の
在
り
方
を
検

討
し
て
ま
い
り
た
い
。

横谷　巡 議員
　

村
道
岩
ケ
野
〜
下
払
線
と
吐

合
〜
宇
那
川
線
の
災
害
復
旧
状

況
と
見
通
し
は
。

　

岩
ケ
野
〜
下
払
線
は
、
最
初

に
治
山
工
事
を
行
い
、
そ
の
後

に
道
路
の
復
旧
工
事
を
行
う
計

画
で
、
令
和
５
年
の
完
了
予
定

で
あ
る
。

　

吐
合
〜
宇
那
川
線
は
、道
路
、

橋
梁
等
大
規
模
な
多
種
多
様
な

災
害
発
生
で
、
工
事
間
の
調
整

が
必
要
で
、
長
期
間
を
要
す
る

見
込
み
で
あ
る
。

　

被
災
さ
れ
た
家
屋
の
再
建
に

は
多
額
の
建
築
費
を
要
す
る
が

補
助
支
援
の
考
え
は
。

　

県
に
安
全
確
保
支
援
事
業
と

い
う
制
度
が
あ
り
、
罹
災
証
明

を
も
と
に
３
分
の
２
の
補
助
が

あ
る
こ
と
か
ら
、
３
分
の
１
を

村
負
担
と
す
る
こ
と
に
つ
い

て
、
し
っ
か
り
と
動
い
て
い
き

た
い
。

　

家
庭
の
事
情
に
応
じ
た
配
食

サ
ー
ビ
ス
を
週
５
日
に
増
や
す

こ
と
は
で
き
な
い
か
。

　

委
託
先
の
社
会
福
祉
協
議
会

と
の
協
議
が
必
要
で
あ
り
課

題
、
対
応
策
に
つ
い
て
調
査
検

討
し
た
い
。

　

長
引
く
コ
ロ
ナ
感
染
症
拡
大

は
、
生
活
、
精
神
面
で
も
疲
れ
、

馴
れ
合
い
が
感
じ
ら
れ
る
。
踏

ん
張
り
ど
こ
ろ
で
あ
る
今
、
再

　

施
設
の
老
朽
化
に
伴
う
維
持

修
繕
、
利
用
者
の
低
迷
、
競
合

施
設
な
ど
の
動
向
を
踏
ま
え
、

運
営
経
費
の
財
政
負
担
を
考
慮

し
た
と
き
、
今
後
の
経
営
の
あ

り
方
を
議
論
、
検
討
す
べ
き
時

期
に
来
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

　

当
施
設
は
温
泉
、
栗
饅
頭
生

産
販
売
で
、
経
営
の
維
持
を
し

て
い
る
が
、
施
設
の
老
朽
化
も

進
み
、
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
の
検
討

時
期
に
来
て
い
る
。
今
後
、
長

年
の
方
々
の
思
い
が
あ
る
仲
、

適
切
な
民
間
先
が
あ
れ
ば
、
そ

れ
を
含
め
て
意
識
し
な
が
ら
、

施
設
管
理
に
努
め
て
い
き
た
い
。

問問

問問

答
建
設
課
長

答
　
村
　
長

答
健
康
福
祉
課
長

答
健
康
福
祉
課
長

問

問

答
教
　
育
　
長

答
　
村
　
長

暮らしの支援と先を
　　　見据えた行政対応を！

道
路
の
復
旧
状
況
と
見
通

し
に
つ
い
て

（
株
）
や
ま
え
の
今
後
の

経
営
の
あ
り
方
に
つ
い
て

被
災
家
屋
の
補
助
支
援
に

つ
い
て

在
宅
福
祉
配
食
サ
ー
ビ
ス

回
数
の
増
に
つ
い
て

コ
ロ
ナ
感
染
症
の
予
防
喚

起
の
必
要
性
は

将
来
を
見
据
え
た
教
育
環

境
づ
く
り
に
つ
い
て

山江温泉

村政を問う！　一般質問 QRコードで各議員の一般質問の動画がご覧になれます。
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だんだんなぁ
　

「
今
朝
の
霜
は
強
か
っ
た
な

あ
」
近
頃
ま
で
、
朝
の
寒
さ
に

戸
惑
っ
て
い
た
が
、
梅
に
花
が

咲
き
、
桜
の
花
が
咲
き
、
春
だ

と
感
じ
た
の
も
束
の
間
、
日
中

は
汗
ば
む
程
の
暖
か
さ
の
今
日

こ
の
頃
で
あ
る
。
空
を
見
上
げ

る
と
つ
ば
め
が
飛
ん
で
い
る
。

そ
ろ
そ
ろ
田
ん
ぼ
の
事
が
気
に

な
っ
て
く
る
。
季
節
の
変
わ
り

の
速
さ
を
感
じ
な
が
ら
、
年
々

田
ん
ぼ
で
働
く
人
の
高
齢
化
が

気
に
か
か
る
。
山
江
村
の
基
幹

産
業
の
農
業
、
林
業
は
、
５

年
、
10
年
経
っ
た
ら
ど
う
な
っ

て
い
る
の
だ
ろ
う
。
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
で
、
世
界
の

人
々
の
生
活
、
経
済
が
大
変
な

時
に
、
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ

侵
攻
の
ニ
ュ
ー
ス
を
テ
レ
ビ
で

観
る
た
び
に
、
そ
の
悲
惨
な
状

況
に
胸
が
痛
む
。
平
和
で
平
穏

な
日
常
が
、
一
日
で
も
早
く
戻

る
こ
と
を
願
う
ば
か
り
で
あ

る
。
山
江
村
の
将
来
を
、
村
民

の
幸
せ
を
考
え
る
時
、
な
ん
で

も
な
い
１
日
１
日
が
大
切
だ
と

感
じ
る
。
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議員活動の一コマ
　令和4年2月14日球磨郡町村議会議長会主催での議員研修がオンラインで開催された。熊本県
副知事の木村氏を講師として「球磨郡の復興・地域について」講演があった。【左上写真】
また、2月24日には下球磨町村議会正副議長会主催による議員研修もオンラインにて開催され
た。講師には熊本大学教授の伊藤氏が「議会の課題と議員の役割」を演題に講演がなされた。
【右下写真】
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村政を問う！　一般質問


